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岡山市長 様 

               応募者代表 団体名 INE（居場所づくりネットワーク）              
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令和６年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「外国人と共につくる、暮らしやすい地域」 

取組の名称   外国人と若い世代と共に多様性を認め合う豊かなまちづくり  

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

岡山市の在住外国人は点在して存在が見えにくく、その困難さや生きにくさへ

の理解が進まない。そこで以下の機能を有する居場所作りをしている。 

① 外国にルーツのある親子が安心感を持って子育て 

② 日本語・日本文化・社会習慣の学び 

③ 外国・日本の親子の交流 

④ 外国人保護者用「就学前手引書」作成 

⑤ 社会の担い手の次世代への多文化共生理解促進 

⑥ 外国人の社会参画を目指す能力開発 

⑦ 外国人支援 

外国にルーツのある親子も将来の地域作りの担い手であり、その子どもの健全

な成長を支え、若い世代に多文化共生体験を提供して、共に未来を作る仲間と

しての相互理解の促進と、共に生きる楽しさの体験を積み上げる。      

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成果

や、解決した社会課題の状

況、また関連した地域への

効果や変化などを書いてく

ださい。 

昨年度は参加者が延 476 人、参加国が日本を除く 17 カ国であった。その活動の

中で学生ボランティア（中学生・高校生・専門学校生・大学生）が 46 人あった。

その学生たちの感想からは、若い世代で多文化共生に興味がありながら在留外

国人に出会う機会が少ないこと、言葉や文化の違いで気後れしがちであるが子

どもとの出会いは言葉などにかかわらずすぐに打ち解けることができて「心の

壁」を低くできることが明らかになった。また参加者より「このような会があ

って子どもが楽しんで良かった」「子どもが楽しみにしている」「あなたが私

たちのコミュニティの一員で幸運だ」など活動への感謝の言葉があり、保護者

同士や外国出身のスタッフに子育ての相談をするようになった。 

「出会いの場」が相互理解では必須であり、その出会いが楽しさや喜びになれ

ば今後の多文化共生社会構築の力となる。 

現在の活動の場を在留外国人の支援だけでなく、社会を創っていく次世代への

学習の場としての機能として活かし、外国にルーツのある親子の日本社会への

適応力を育成すると共に多文化共生社会の必要性と豊かさの理解を進めて、実

体験として次世代の若い人材に協力してもらい現在の活動の充実を図る。 
 

●次の書類等を添付してください。 

①〔様式１〕協働による社会課題解決の取組の内容 

②〔様式２〕取組実施団体概要書 

③写真等取組イメージ画像の電子データ（１枚） 

インターネット投票を行う際のエントリー一覧に使用します。エントリー一覧は、応募順（事務局受

付順）に掲載します。     

④取組内容や成果、協働の役割などをわかりやすくまとめたシート（デジタルデータ）１枚 

シートをもとに、事務局でポスターを作成し、展示等を行います（シートの作成が技術的に困難な場

合は早めにご相談ください。シートづくりをお手伝いします。） 

⑤その他取組の説明資料：Ａ４で２ページ以内の資料を添付できます。 

※提出していただいた書類等はすべて審査の対象となり、〔様式２〕以外は原則、ホームページ等で公開

します。  



 

〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 
      外国人と若い世代と共に多様性を認め合う豊かなまちづくり  

 

 

テーマとの関連 

 

 

◎取組とテーマが合致している点を書いてください。 

・ 在留外国人親子の持つ困難さを解決して、外国にルーツのある子どもの豊かな成長を支援する。 

・ 点在化しているために見えにくい外国人の姿を「見える化」して地域社会内での繋がりを作る。 

・ 外国にルーツのある親子に日本語・日本文化・習慣の学習を図る。 

・ 日本人の若い世代に将来の多文化共生社会の理解を進めて、多様さの体験の場とする。 

・ 在留外国人と日本人との対等な関係を構築する。 

取組の目的・目標 

◎取組の目的・目標を社会課題の具体的な状況をふまえて書いてください。 

岡山市内では在留外国人が点在しているためにその姿が見えにくい。そのため在留外国人の課題を

日本人が理解する機会が少ない。また当事者の人が母国とは異なる社会で孤立化しがちであり、異

文化・異国での人間関係が作り難しい。 

そこで、まずは当事者の人たちと繋がり、子どもの成長を主眼に据えて支援や仲間づくりを目指す。

そして同時に、その活動を若い世代と共有して多文化共生社会の将来の担い手の育成の一助とす

る。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

 対象地域：基本として岡山市内（岡山市以外の参加者も受け入れる） 

 対象：①外国にルーツのある親子 

    ②多文化共生に興味のある中学生・高校生・大学生・専門学校生他 

 対象人数：約５００人 

 

２ 活動内容、実施方法など 

 活動内容：実施回数  毎月第２・第４土曜日 １０：３０〜１２：００ 年間２３回（予定） 

      実施内容 

      ① 子どもと保護者 

      日本の絵本の読み聞かせ・日本語学習・音楽遊び（リトミック）・身体活動・創作活動（工作）・ 

      自由遊び 

      ② 保護者  日本語学習・在留資格相談・生活相談 

      ③ 若い世代 活動に参加して、外国にルーツのある親子との関係性構築・課題理解促進 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

・ 参加者との関係性作り：毎回活動実施前に参加者へメール・電話 

           参加者の状況を配慮したメール（日本語学習者にはやさしい日本語文） 

・ 毎回の実施内容の振り返りと記録：参加者の様子を個別に検討して次回のプログラムに反映 

・ SNSへの投稿による活動の発信（毎月 予告２回・報告２回） 

・ 外国にルーツのある親子に対する配慮： 

   自己肯定感育成を大切にしたプログラム 

   日本社会の基本のルールを遊びながらの学習できるプログラム 

   日本社会では当然とされる日本文化・習慣習得のプログラム 

   母国に暮らしていないことによる関係性の分断を補う新しい人間関係の構築 

・ 若い世代の参加者には活動の目的を紹介し、活動への積極的な参加を促す。活動後に感想を聞く。 

 

◎ 取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

     https://www.facebook.com/ineokayama/ 

     https://www.instagram.com/ineokayama/ 

取組の実施期間 

 

今後の活動展開

など 

始期：2022 年 ４ 月～ 

☑ 継続予定 

□ 令和  年  月終了 

□ 令和  年  月頃終了予定 

該当するものに☑し必要事項を記入してください。 



 ◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

現在は参加者数も増えて、毎回の参加者もある。参加した外国人保護者からは子どもが活動を楽

しみにして、子ども同士の繋がりができているとの声がある。同時に保護者同士の繋がりが生ま

れて、課題を相互に相談したり、スタッフ（在留外国人）に先輩としてのアドバイスを求めたり

ができるようになった。今後はその関係性を継続し、さらに新しい参加者を募って行きたい。ま

た公共施設の利用や他団体との連携が生まれつつあるので、今後はもっと INE としての存在を知

ってもらうことで在留外国人への理解を進めて多文化共生社会への一歩としたい。さらに若い世

代の学びの場としての機能を果たす。 

 

協働による 

効 果 

◎ 協働したことにより達成できたことや得られた効果を書いてください。 

今までは在留外国人との繋がりを作り、日本社会への適応、日本社会への受容感の育成を主眼と

してきたが、協働することにより活動に広がりが生まれた。また INE 参加者の姿が「見える化」

できてきている。 その参加者との出会いを次世代が多文化共生社会を創って行くための学びと

なっている。  

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の関

わりの深さも評価

の対象となります。 

※足りない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 特定非営利活動法人 こくさいこどもフォーラム岡山 

団体種別 □住民自治組織 ☑市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  若い世代との繋がりと活動支援 

団 体 名 一般財団法人 岡山県青年館 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 その他（  ） 

役 割  会場利用・運営用具保管等 

団 体 名 学校法人 森教育学園 岡山学芸館高等学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  ボランティアとして生徒派遣 

団 体 名 岡山 ESD 推進協議会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 その他（  ） 

役 割  事業への財政支援等 

団 体 名 公益財団法人 福武教育文化振興財団 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 その他（  ） 

役 割  活動への財政支援 

団 体 名 公益財団法人 橋本財団 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 その他（  ） 

役 割  活動への財政支援 

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割  

団 体 名  

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 



役 割  

 


